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護
者
支
援
の
た
め
の
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
を
求
め
た
。

　

岡
﨑
邦
子
議
員
は
、
市
長
に
伊
方

原
発
で
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
の
備

え
を
た
だ
し
た
。
ま
た
、
就
学
援
助

制
度
の
入
学
準
備
金
の
３
月
支
給
を

求
め
た
。
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
の

１
０
０
％
面
談
や
宿
泊
型
産
後
ケ
ア

事
業
の
早
期
実
施
に
つ
い
て
は
、
こ

ど
も
未
来
部
長
が
前
向
き
に
検
討
中

と
答
弁
。
ま
た
、
北
部
地
域
の
人
口

増
に
よ
る
課
題
や
交
通
対
策
に
つ
い

て
、
市
の
方
針
を
た
だ
し
た
。

新
風
ク
ラ
ブ

◆
上
下
水
道
事
業
の
課
題
は
？

　

吉
永
哲
也
議
員
は
、
上
下
水
道
事

業
の
経
営
に
企
業
債
残
高
が
重
く
の

し
か
か
っ
て
い
る
現
状
を
憂
慮
し
、

特
に
雨
水
対
策
事
業
に
関
す
る
今
後

の
整
備
計
画
や
財
政
見
通
し
等
に
つ

い
て
質
問
。
執
行
部
か
ら
は
、
雨
水

事
業
は
概
ね
完
了
し
て
い
る
が
、
さ

ら
な
る
浸
水
対
策
が
必
要
な
地
区
も

あ
る
た
め
、
財
政
的
な
制
約
は
あ
る

も
の
の
、
市
長
部
局
と
協
議
し
て
施

設
の
長
寿
命
化
計
画
な
ど
に
よ
る
投

資
の
平
準
化
を
図
り
、
浸
水
リ
ス
ク

が
高
い
地
区
に
お
け
る
効
果
的
で
経

済
的
な
浸
水
対
策
に
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

◆
食
肉
セ
ン
タ
ー
を
ど
う
す
る
？

　

清
水
お
さ
む
議
員
は
、
と
畜
事
業

の
累
計
赤
字
約
６
億
１
０
０
０
万
円

の
原
因
は
国
の
自
由
貿
易
拡
大
政
策

に
起
因
す
る
県
内
畜
産
業
の
衰
退
で

あ
る
と
指
摘
し
つ
つ
、
本
市
を
含
む

28
市
町
村
で
構
成
す
る
高
知
県
広
域

食
肉
セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
が
施
設
の

整
備
と
管
理
を
担
い
、
高
知
県
広
域

食
肉
公
社
が
と
畜
事
業
を
担
う
上
下

分
離
方
式
の
評
価
と
反
省
に
つ
い
て

質
問
。
執
行
部
は
、
４
・
５
月
の
牛

の
と
畜
頭
数
が
前
年
同
月
比
で
２
割

減
少
し
て
い
る
こ
と
や
、
公
社
が
日

々
の
資
金
繰
り
に
相
当
苦
労
し
て
い

る
危
機
的
な
経
営
状
況
を
説
明
し
た
。

日
本
共
産
党

上
下
水
道
料
「
値
上
げ
」
矛
盾
追
及
。

「
食
肉
セ
ン
タ
ー
あ
り
方
検
討
委
答

申
実
行
求
め
る
決
議
」
に
反
対
討
論
。

◆
一
般
質
問
・
討
論
に
全
7
議
員
が

登
壇
。
上
下
水
道
料
の
値
上
げ
は
避

け
ら
れ
な
い
と
の
経
営
審
議
会
答
申

は
、
利
用
量
減
少
の
過
大
な
見
積
も

り
等
で
の
赤
字
試
算
の
結
果
と
矛
盾

を
追
及
。
「
水
」
は
公
共
の
福
祉
に

お
け
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
低

所
得
者
へ
の
上
下
水
道
料
減
免
を
求

め
た
が
、
拒
否
。
◆
新
図
書
館
西
敷

地
利
活
用
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
選
定
委
員

会
は
委
員
名
も
検
討
過
程
も
公
開
せ

ず
、
特
定
企
業
の
た
め
に
条
件
を
す

り
替
え
、
市
民
や
議
会
の
意
向
を
排

除
し
て
強
引
に
進
め
る
市
政
の
ゆ
が

み
が
明
ら
か
に
。
◆
希
少
な
生
物
が

生
息
し
、
歴
史
・
文
化
的
価
値
の
高

い
新
堀
川
を
市
民
の
憩
い
の
場
と
な

る
親
水
公
園
に
と
提
言
。
道
路
拡
張

は
通
学
時
の
危
険
が
増
す
と
指
摘
し
、

工
事
中
止
を
要
求
。
◆
高
す
ぎ
る
現

状
の
国
保
料
と
、
窓
口
負
担
の
減
免

制
度
が
実
質
利
用
で
き
な
い
実
態
を

示
し
、
改
善
を
求
め
た
が
困
難
と
市

民
を
切
り
捨
て
る
答
弁
。
◆
県
広
域

食
肉
セ
ン
タ
ー
は
食
の
安
全
・
安
定

供
給
の
た
め
の
公
共
財
で
あ
り
、
県

内
圏
域
の
中
枢
を
担
う
都
市
と
し
て

責
任
あ
る
役
割
を
果
た
す
べ
き
で
あ

り
、
協
議
の
最
中
に
廃
止
に
前
の
め

り
に
な
る
基
本
姿
勢
を
た
だ
し
た
。

公　

明　

党

市
民
の
声
の
理
解
を
求
め
て

　

寺
内
憲
資
議
員
は
、
歩
き
た
ば
こ

等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
、

本
市
と
同
じ
目
的
の
条
例
を
制
定
し

て
い
る
松
山
市
等
が
、
加
熱
式
た
ば

こ
を
規
制
の
対
象
外
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
市
も
そ
う
す
べ
き
と
の

立
場
で
質
問
を
行
っ
た
。
本
条
例
は

施
行
中
で
あ
り
、
早
急
な
結
論
を
市

長
に
求
め
ま
し
た
。

　

大
久
保
尊
司
議
員
は
、
紅
水
川
南

部
に
位
置
し
て
い
る
福
井
東
町
、
南

万
々
地
域
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て
、

内
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
を

踏
ま
え
、
今
後
の
対
策
お
よ
び
住
民

へ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
質
問
し
、

上
下
水
道
事
業
管
理
者
か
ら
は
関
係

部
署
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
経
済
的

で
効
果
的
な
浸
水
対
策
を
検
討
し
て

い
く
と
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

西
森
美
和
議
員
は
、
豪
雨
に
よ
り

慢
性
的
な
浸
水
が
発
生
す
る
一
ツ
橋

町
・
三
園
町
の
排
水
対
策
に
つ
い
て
、

県
市
の
浸
水
対
策
調
整
会
議
の
議
題

と
し
て
検
討
す
る
べ
き
だ
と
強
く
訴

え
、
上
下
水
道
局
か
ら
「
公
共
下
水

道
事
業
に
位
置
づ
け
た
計
画
の
策
定

を
目
指
し
、
県
と
調
整
す
る
」
と
の

方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

新
こ
う
ち
未
来

個
人
質
問
に
戸
田
二
郎
議
員
、
川
村

貞
夫
議
員
、
浜
口
卓
也
議
員
が
登
壇
。

　

戸
田
二
郎
議
員
は
、
県
市
連
携
に

よ
る
高
知
城
の
国
宝
化
、
長
宗
我
部

元
親
の
居
城
で
あ
っ
た
浦
戸
城
の
再

建
を
提
案
し
た
。
そ
の
他
、
避
難
所

等
へ
の
浄
水
装
置
の
設
置
、
愛
媛
県

の
木
造
校
舎
を
例
に
本
市
に
お
け
る

建
築
物
の
木
造
化
に
つ
い
て
質
問
。

　

川
村
貞
夫
議
員
は
、
公
共
施
設
へ

の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
の
積
極
的
な
導
入
を

求
め
、
森
林
環
境
学
習
の
重
要
性
に

も
言
及
。
ま
た
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌

が
検
出
さ
れ
た
か
が
み
温
泉
Ｒ
Ｉ
Ｏ

の
早
期
再
開
を
求
め
た
。　
　

　

浜
口
卓
也
議
員
は
、
特
別
支
援
教

育
の
改
善
策
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
、

学
校
が
主
体
と
な
っ
た
支
援
会
開
催

の
シ
ス
テ
ム
化
な
ど
を
求
め
た
。
そ

の
他
、
市
営
住
宅
再
編
計
画
に
関
し

て
総
量
削
減
の
必
要
性
を
述
べ
た
。

み
ど
り
の
会

み
ど
り
の
会
・
近
森
市
議
の
活
躍

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
８
時
開
所
決
定

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
営
業
開
始

残
業
手
当
を
５
９
０
０
万
円
カ
ッ
ト

新
図
書
館
西
敷
地
の
有
効
活
用
を

丸
の
内
緑
地
と
藤
並
公
園
の
整
備
を

市
街
化
区
域
の
弾
力
的
な
土
地
利
用

土
佐
山
小
中
一
貫
校
に
全
国
が
注
目

誠
和
園
の
委
託
が
決
ま
り
移
転
決
定

市
民
ク
ラ
ブ

市
民
目
線
で
課
題
を
と
ら
え

　
　
　
　
　
　

解
決
に
つ
な
げ
ま
す

　

田
鍋
剛
議
員
は
、
ご
み
収
集
に
お

け
る
「
ふ
れ
あ
い
収
集
」
（
自
ら
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
家
庭
ご
み
を

持
ち
出
す
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
や

障
が
い
者
等
の
世
帯
を
対
象
に
行
う

戸
別
収
集
）
の
検
討
状
況
を
た
だ
し

た
。
環
境
部
長
は
、
実
施
に
向
け
て

具
体
的
に
検
討
し
て
お
り
、
安
否
確

認
も
含
め
、
本
年
度
中
に
事
業
概
要

を
決
定
し
、
平
成
30
年
度
早
期
に
試

行
し
た
い
と
答
弁
し
た
。

　

岡
﨑
豊
議
員
は
、
障
害
者
福
祉
に

つ
い
て
質
問
し
、
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
や
自
立
支
援
協
議
会
に
関
し

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
や
体
制
の

強
化
の
方
針
が
示
さ
れ
、
教
育
現
場

で
の
障
害
者
差
別
解
消
法
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
も
含
め
、

合
理
的
配
慮
を
深
化
さ
せ
る
方
針
が

示
さ
れ
た
。
ま
た
、
子
ど
も
の
貧
困

対
策
に
つ
い
て
は
、
学
習
機
会
の
充

実
と
就
労
準
備
制
度
の
制
度
化
、
保

③

６月定例会を

振り返って

会派の意見


